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第1章 はじめに
　数年前まで「大学卒」というブランドはとても大きなものだっただろう。しかし、今現在大学を卒業しているということに、必ずしも大きな付加価値が約束される訳ではない。それは、大学の敷居が著しく低いものとなったからだ。年々大学の数が増加する一方で、大学間での競争が激化した。大学も生き残るためには、学生を確保する必要がある。そのため、敷居を下げてでも、入学者を集めなければならなかった。その結果、現在のような「大学卒」が当たり前の時代になったのだろう。

　しかし、このような時代でも、国立大学や有名私立大学など、実績・知名度共に認められた大学では、今現在もそのブランドを強固なものとして確立している。つまり、同じ「大学卒」という肩書にも大きな格差が生じてきていると言える。今までは、それでも良かったのかもしれない。しかし、年々深刻化する少子化に伴い、大学が淘汰される時代に突入してきているのだ。私はこれが大きな問題だと考える。つまり、格差で負けた大学が崩壊するような時代に突入してきているのである。
　このような現状を踏まえ、私は大学が今まで通りに運営していては、いずれ崩壊してしまうのではないかと危惧し、大学再編が必要であると考える。しかし、その方法は知らん。
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